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第7章 公衆参画プロセス

７．１ 公共ディレンマと公共性

７．２ 計画デザインの社会選択

７．３ 計画策定における

コミュニケーションの理論

７．４ 公衆参画の実践事例

７．５ 本章のおわりに

演習
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7.4 公衆参画の実践事例

土木と環境の計画理論
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横浜環状北西線の構想段階のコ
ミュニケーション

土木と環境の計画理論
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2003年6月 PI開始の発議
2004年4月 「たたき台」案の公表と意見募集

（比較検討なし，代替案なし）
2004年9月 「検討状況のレポート」の公表

（9つの代替案，６つの比較検討，
2つの案を有力候補として提案）

2005年1月 「概略計画の案」の公表
（13の代替案，７つの比較検討，

１つの案を行政の推奨案として提示）
2005年8月 「概略計画」の公表

「みなさまの声」に対する見解書添付

→PIの実施期間：2年2ヶ月

構想段階の計画プロセスの概要
横浜環状北西線（道路計画）を例に
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１）手続きの合理性，公正性，客観性
手続きフローの事前公開と更新
ステップの分割，次のステップへの判断
有識者委員会によるプロセス管理

(役割の限定)

PIレポートの作成・公表
(評価のための基礎資料） など

２）説明内容の説得性
ガイドラインを超えるPIの実施（北西線方式）
複数代替案の提示，ゼロ代替案の提示

（広げて狭めることの繰り返し）

選好代替案の変更（１からスタートに対応）

３）手続・情報の透明性
情報公開の徹底(需要予測含む）

全意見の公開，みなさまの声の編集と提供

４）対話機会の充分性
会合方式の多様化（意見を聞く会等）
意見の多面的な収集(SMへの対応含む)

５）意見反映の納得性
パンフレットによる意見反映と回答
見解書の作成・公表

横浜環状北西線の計画プロセスの基本方針
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横浜北西線のPIにおける提供情報，意見聴取の全体像
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意見の集約パンフレット 全意見のHP掲載

意見を踏まえて
レポートを更新

計画策定プロセスにおける「情報」の重要性
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横浜北西線における代替案の検討状況
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横浜北西線における代替案の比較状況

注：計画策定主体が当初提示した代替案は①たたき台案
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オープンハウスの開催
（ショッピングセンターの
入り口にて）

横浜環状北西線の対話機会の提供状況
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地域住民の意見を聞く会

横浜環状北西線の対話機会の提供状況
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過去の道路事業などでは住民への説明が不足(1990年代後半）
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➢都市計画および環境アセスメント
（2006年8月から2011年3月都決）

アセス準備書への意見： 11件（4人）
都市計画案に対する意見：20件（反対1人）

➢事業段階評価の実施と事業化決定：
2011年11月

⇒PI開始（2003年6月）から8年で事業化!

➢（参考）横浜環状北線
（PIを実施していない隣接区間）

アセス準備書への意見：29万件
都市計画案に対する意見：54万件

横浜環状北西線のアセス以降の状況

平成23年11月25日日経朝刊
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横浜環状北西線（シールドトンネルの工事現場） 2019年4月
16



横浜環状北西線（第3京浜港北インター付近の工事現場） 2019年4月
17



横浜環状北西線（東名高速青葉インター付近の工事現場） 2019年4月
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沖縄那覇空港の拡張計画に関わる
構想段階のコミュニケーション

土木と環境の計画理論
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那覇空港（沖縄）で実施されたPIの
基本方針、実施体制

那覇空港の構想段階の計画プロセスの概要

内閣府沖縄総合事務局HPより
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那覇空港における調査段階PIの実施手順

○調査段階は「構想段階」以前に位置づけられ，交通政策審議会航空分科会
答申に根拠を持つ基礎的な計画検討行為である

○調査段階の終了後，一定の結論が示され，構想段階に進むか否かが判断される

内閣府沖縄総合事務局HPより
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那覇空港の構想段階の計画策定プロセス
(2008.9-2009.3)において公表されたレポート類の一部

PI開始時に公表された情報提供レポート PI終了時に公表された
取りまとめレポート

技術検討に関わる意見に対する
見解、対応を取りまとめたレポート

PI活動の評価レポート

構想段階の終了にあたり計画
検討を総括したレポート構想段階・施設計画段階の

とりまとめ報告書（平成21年8月）
内閣府沖縄総合事務局HPより
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那覇空港PI（ステップ３）における代替案比較の一覧
○一覧表中の評価項目：整備効果の視点（空港能力，経済効果，利便性（発着可能回数，
予約環境）），事業規模の視点（概算事業費，概算工期，埋立規模）

内閣府沖縄総合事務局HPより
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公表された計画検討
のスケジュール

那覇空港の構想段階の計画策定プロセス
国交省ガイドライン2008，環境省SEA導入ガイドライン2007の適用第1号

(内閣府沖縄総合事務局HPより）
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建設中の那覇空港の第2滑走路と瀬長島
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社会・経済・環境の配慮

自然環境
サンゴ礁 対 干潟

経済
飛行機の走行距離 短 対 長

社会
騒音被害
歴史・文化資源

大嶺崎，瀬長島 他

経緯
2005-2008にかけて
総合調査を実施
①空港拡張の必要性の有無，
②整備代替案の比較検討を行い，
新たな滑走路の増設が必要との結論

2008年 構想段階へ移行する宣言
2008年8月 構想段階の計画策定プロセス開始

（代替案は2つに絞られた）
2009年3月 1310m案を概略計画として決定

那覇空港の構想段階の計画策定プロセス
国交省ガイドライン2008，環境省SEA導入ガイドライン2007の適用第1号

(内閣府沖縄総合事務局HPより）
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構想段階で実施されたPIの概要

(内閣府沖縄総合事務局HPより）
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建設中の那覇空港の第2滑走路と空港全体（2018.3）
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宮古市における復興計画のプロセ
スと事業化への経緯

土木と環境の計画理論
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宮古湾と重茂半島
30



復興計画策定の前提条件等

• 計画体系の検討

既存計画の重視による検討時間の短縮
（将来像の再確認と復興への決意）

復興計画（基本計画）策定中の説明会開催状況

• 地区復興計画策定のプロセス検討

限られた担当者による管理可能なプロセスの設計
（33地区の計画づくりを5人の課員が担当する必要）

被災住民等の参画プロセスの設計が必要
（行政が計画を押し付けても誰も住まないのでは問題）

市全体の支援を持続するための情報提供も必要 31



岩手県復興計画

宮古市復興計画の全体像
2011年度に策定された市の計画（太枠で示す）

宮古市総合計画

宮古市復興計画
（基本計画）

宮古市復興計画
（推進計画）

地区復興まち
づくり計画

地区復興まち
づくり事業

県 地区市

宮古市復興方針
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宮古市復興計画（基本計画）策定において行われた手続き
宮古市資料をもとに作成 20120123

計画検討の発議
（復興基本方針）

地区復興ま
ちづくり計画

各事業計画の策定と事業実施

計画目標の確認

基本計画の決定
（復興本部会議）

各分野の施策検討

基本計画

地区別計画（別図参照）
推進計画

分野別の計画

地域ごとの計画

6月23日～7月4日
【震災復興に係る市民懇談会】
14会場 参加者1,516名

10月14日～10月18日
【復興計画【基本計画】案に係る市
民説明会】７会場 参加者452名

7月8日～7月26日
【復興計画策定に関するアンケート
調査】被災地及び周辺6,644世帯を
対象 回収3,200世帯 （回収率
48.2％）

・10月１日～10月20日
【復興計画（基本計画）案
に係るパブリックコメント】
意見数69件

8月23日
第2回復興計画委員会

7月25日
第１回宮古市東日本大震災
復興計画検討委員会
（以下復興計画委員会）

9月28日
第4回復興計画委員会

10月28日
第5回復興計画委員会

9月13日
第3回復興計画委員会

復興計画の策定手順 広報等一般市民との懇談会等

専門委員会

9月6日
【復興計画策定に係る女性会議構成
団体との意見交換会】 ９名（９団体）

10月13日
【復興計画策定に係る高校生と
の意見交換会】高校生21名（５
校）・傍聴：中学生24名（11校）

11月18日
【建築士会との意見交換会】岩手
県建築士会宮古支部会員21名

6月15日 広報みやこ
（市民懇談会開催案内）

9月15日 広報みやこ
（アンケート結果報告）

8月1日 広報みやこ
（市民懇談会の結果）

7月1日 広報みやこ
（復興基本方針・アン
ケート依頼）

12月1日 広報みやこ
（基本計画の概要・PC結果）

10月1日 広報みやこ
（市民説明会の開催案
内、PC実施案内）

7月28日 【みやこ災害FM】
アンケート調査協力依頼／復
興計画と策定スケジュール

11月2日 【みやこ災害FM】
復興計画の概要

9月16日 【みやこ災害FM】
アンケート調査結果

アンケート・PC

2011年
6月

11月
〜
3月

3月

7月
〜
10月
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「震災復興に関わる市民
懇談会」の開催状況

2011年6月末から7月初旬
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住民主体で地区復興を進める体制づくり
住民が参画する計画プロセスの設計（2011.8-9）

• ３つの並行プロセスによる進捗管理（国交省の構想段階ガイドライ
ン*）を応用して、地区復興まちづくり計画の策定プロセスを設計す
ることが考えられた（次の図面参照）

＊これは計画の代替案を定める構想段階のプロセスとして設計された
ものであるが，地区別の防災・土地利用の代替案検討は，構想段階に
相当すると考えられた

計画プロセスを設計する際に配慮した事項
①市職員の人数（課長以下6名）を前提に組み立てること
②住民主導で検討を進められること
③最終決定は市が行うプロセスであること
④検討組織の機能や役割を事前に住民に伝え理解してもらうこと
④委員参加の検討会とは別に誰でも参加可能な機会を設けること
⑤ファシリテーションで言葉の真意が分かる人間が対応可能か 等
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復興まち
づくりの会

ま
ち
づ
く
り
便
り
・
意
見
募
集
・
広
報

地区別復興まちづくり計画の策定プロセス
（2011年8月20日版に開催状況を描きこんだもの）

①地区の計画検討
の発議，承認*

②地区の将来像

④地区の復興計画
案の検討

③地区の土地利用
の方向性

⑥地区の復興計画
案の決定（行政）

*今後の進め方，各々の役
割，復興計画における地域

⑤地区の復興計画案
の評価

（とりまとめ提言）

事業計画等の
検討・実施

【計画検討プロセス】【技術検討プロセス】 【コミュニケーションプロセス】 （鍬ケ崎を例に）

【地区住民全員】
各種必要情報の事

前整理

各種制約条件の情
報収集・解析（文化
財，地盤，環境，工
費工期、制度等）

将来の地区人口お
よび土地利用量の

推計

住民意向調査等の
各種データ収集お
よび分析検討

評価方法の検討と
評価の実施

復興まち
づくりの会

9-10月

11-12月

10-11月

12-1月

1-2月

地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
検
討
会

【検討会委員】

復興まちづくり
内覧会

（オープンハウス）

9月30日

10月15-18日

11月10日
第１回検討会

復興計画（基本計
画）市民説明会

1月30日
第4回検討会

1月9日
第3回検討会

12月6日
第2回検討会

2月20日

1月21-24日

2月上旬以降

10月15

日
第１号

12月1日
第4号

1月1日
第6号

11月1日
第2号

2月1日
第8号

12月1日
広報みやこ

3月1日
第10号

意向調査
（仮）

宮古市内10地区で同じプロセスで同時進行：
①田老、②鍬ケ崎、③愛宕・光岸地、④中心市街地、⑤藤原、⑥磯鶏、⑦高浜、⑧金浜、⑨津軽石、⑩赤前

【市内全域世帯】
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住民主体のプロセス実施上の要点

① 計画検討手順（計画検討プロセス）の各ス
テップで具体的に決める内容を，関係者が共有
すること

② 必要となる技術検討の内容を早期に整理し
て準備を進めること

③ コミュニケーションプロセス（住民参加促進）
は事前に公表し，かつ柔軟な手続きとすること

④ 各主体（行政，住民，その他）の役割を事前
に行政内部で確定し確認すること
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地区まちづくり検討会の開催状況
ワークショップ方式の検討含む
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地区のまちづくりの方針

国道

市道（避難道路等）

歩行者避難路等

避難所、避難場所

津波避難ビル・タワー

歴史資料館
の設置

陸閘設置

展望台の設置

埋立地

高台住宅地

商業・観光ゾーン

浄土ヶ浜

宮古湾

閉伊川

竜神さま

鍬ヶ崎小

あかつち山

商業ゾーン

住宅ゾーン

防潮堤（T.P.+10.4m）
水門（県計画による）

県道浄土ヶ浜線に
つながる歩行者用
避難路（階段等）の
整備

まち中から国道45号
につながる新たな道
路の整備

0 200 500ｍ

津波の越流に配慮

産業ゾーン

・津波の体験を後
世に伝えるため
の慰霊碑等の設
置
・サイクリンロード
（自転車道）の整
備

8

・防潮堤の整備により津波の越流を防御します。

・浄土ヶ浜までの道路を整備し、水産加工施設や
観光施設などを配置するなど昔の賑わいを再生
します。

・防潮堤の整備や地盤嵩上げ、道路の整備を行
い、安全な住宅地を確保します。

・従前コミュニティに配慮しながら、予想浸水深に
応じて住宅の移転等を進めます。

・背後の高台に避難場所を整備するとともに、迅
速に避難できるよう避難道路を整備します。

・歩行者用だけではなく自動車で通行できる避難
道路の整備を進めます。

「鍬ヶ崎地区復興まちづくり検討会」からの提言内容
鍬ヶ崎地区区画整理事業に係る調査説明会資料より（平成24年7月12日開催）
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内覧会（オープンハウス）の開催
宮古市方式の住民参加（住民が住民に説明する場）

・2012年1月に内覧会（オープンハウス）が
同様な計画プロセスで進められた市内10

地区で開催された

・内覧会では検討会委員（多くは被災住
民）が率先して来訪者（被災住民）に計画
提案の内容を説明した

鍬ケ崎の仮設住宅における内覧会の様子
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内覧会（他の地区の様子）
2012年1月

（コンサルタントやURの専門家も活躍し
宮古独自の住民参加方法となった）
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●津波浸水シミュレーションの条件

・県が決定した防潮堤（T.P.+10.4m）が整備されている

・東日本大震災が発生した当時の潮位（T.P.-0.46m）、

および津波高

・東日本大震災による地盤が沈下した状態での地盤高

（更なる地盤沈下は考慮しない）

防潮堤を整備した場合の浸水図

防潮堤（Ｔ．Ｐ．＋１０．４ｍ）を整備することで、鍬ヶ崎地区を津波（東日本大震災ク
ラス）から守ることができます。

津波浸水シミュレーションの結果
鍬ヶ崎地区区画整理事業に係る調査説明会資料より（平成24年7月12日開催）
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地震による地盤沈下のために潮位が高い時間帯に浸水する鍬ケ崎港（宮古市）
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浄土ヶ浜

宮古湾

閉伊川

鍬ヶ崎小

海岸保全施設等整備事業
（T.P.+10.4m）

都市再生区画整理事業
（住環境の改善や防災性の向
上や良好な街並みの形成）

道路等整備事業

災害公営住宅整備事業

0 200 500m

国道・県道

市道

防潮堤等

光岸地地区

津波避難路等整備事業等

地区のまちづくりの方針

【計画図に掲載出来た内容】
・岸壁から一定程度離した位置に防潮堤を
整備します。

・光岸地地区から浄土ヶ浜までの道路を整
備します。

・都市再生区画整理事業により、道路、公園
等を整備し、良好な街並みを形成します。

【計画図に掲載出来なかった内容】
・産業、商業、住宅などの土地利用については、提言を尊重し検討します。
・避難場所・避難路については、提言を尊重し検討します。
・災害公営住宅については、まちづくり計画及び意向を確認し検討します。
（現在、鍬ヶ崎地区において60戸程度の建設を予定しています。）

可能な限り計画に

反映出来るよう検討を進め
ていきます。

※なぜ都市再生区画整理事業か。
狭く入り組んだ道路を解消すること。
接道要件を満たさず、住宅を建てることが
出来ない宅地を道路に接道させるため。

建築基準法第43条
建築物の敷地は、道路に2メートル以上
接しなければならない。

検討会の提言を基に市が策定した復興まちづくり計画
鍬ヶ崎地区区画整理事業に係る調査説明会資料より（平成24年7月12日開催）
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【鍬ヶ崎地区と国道45号をつなぐ避難道路】
・自動車の通行に対応するためには、高低差を解消する
道路延長が必要となります。周辺の住宅環境を考慮し、
整備は困難と判断し、歩行者避難路等の整備と機能充
実を図ることを検討します。

※高低差 約45ｍ（国道45号測候所付近）
道路延長 400ｍ以上必要

【高台移転】
○防災集団移転促進事業による高台移転
・防潮堤整備により津波の越流が抑えられるため、現
地再建が可能となり事業導入出来ないと判断しました。

○都市再生区画整理事業による高台移転

※都市再生区画整理事業で高台整備を検討した理由
鍬ヶ崎で再建を希望する方が多数で、道路、公園の整
備に公共用地が必要となり、住宅用地が不足すると想定
されたため。

・アンケート結果より、公営住宅と地区外を希望する方が
41％となっており、そのうち土地の売却を希望する方が
多数います。その方々の土地を市で買い上げ、公共用
地に充当することで、住宅用地が確保できることから、現
地での区画整理事業によるまちづくりが可能と判断しま
した。

提言と市が策定した復興まちづくり計画の相違点
鍬ヶ崎地区区画整理事業に係る調査説明会資料より（平成24年7月12日開催）
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建設中の防潮堤（TP10.4) 鍬ケ崎地区（宮古市）
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建設中の防潮堤（TP10.4) 鍬ケ崎地区（宮古市）
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48

（参考図面３） 土地利用計画図 案２（参考図面２） 土地利用計画図 案１

以前の道路を活用した案 道路を再編した案

土地利用計画の検討状況
鍬ヶ崎地区区画整理事業に係る調査説明会資料より（平成24年7月12日開催）



被災後の鍬ケ崎地区の様子
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小学校と仮設住宅（鍬ケ崎地区）
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主な公共施設の計画イメージ

まちの玄関口としての整備

大杉神社

鏡岩

公園

まちの玄関口としての整備
・海・港への見通しの確保
・歴史・文化資産の活用
・商業・産業地区と一体と
なった賑わい空間づくり

・海・山・町並みをつなぐ
歩行者ネットワークづくり

露出した貴重な宮古地層
の保全、鑑賞広場の形成

位置図

公園等

海・港

大杉神社からの風景

鏡岩

切通し

宮古市資料より
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53

港から眺めた鍬ケ崎の様子（すぐ後ろは急峻な地形）



幹線道路

位置図

道路幅員17M 歩道植樹帯 植樹帯

幹線道路イメージ

主な公共施設の計画イメージ

歩道

【事例】街路樹と植栽に
合わせた沿道宅地の緑化
（生垣、植栽）

【事例】地域住民による街路
樹・植栽等の管理・見守り
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主な公共施設の計画イメージ

準幹線道路イメージ

準幹線道路

位置図

道路幅員１０Ｍ

車と歩行者が共存する道路空間のイメージ

【事例】コミュティ道路（福島市）
http://www.mlit.go.jp/road/road/yusen/jirei_syu/index5.html

【事例】コミュティ道路（盛岡市材木町）

宮古市資料より
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主な公共施設の計画イメージ

河川・水路・公園イメージ

水路等

位置図

清水川

親水広場

歩
行
者
通
路

公園と河川の一体となった親水空間のイメージ

住宅地内を流れる河川（山口川）

宮古市資料より
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前回*お示しした計画図（案）
＊平成24年9月19-20日

計画図（案）

【主な変更内容】
・水路設置
・道路線形等（幹線道路 他）

・防潮堤の位置（埠頭幅約１５ｍ）
・公園位置 等
・住宅系・商業系土地利用位置

防潮堤
の位置

道路線形等

水路設置

復興まちづくりの計画案について
鍬ヶ崎・光岸地地区の復興まちづくりに関する説明会資料より（平成24年12月19日開催）

車と歩行者が共存する道路空間のイメージ
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専用住宅、アパート・マンション

事業所併用住宅等

事業所、事業所併用住宅等

事業所、工場等

土地利用計画図

意向確認書の内容：問４ 将来の土地利用について
鍬ヶ崎・光岸地地区の復興まちづくりに関する説明会資料より（平成25年5月9日開催）

１．「問３②」に示した土地利用を継続したい。

２．新たな土地利用を考えている。　　　　②にお進み下さい

３．検討中、又はわからない

〔　　　〕内に問３でお答えいただいた符号（イ,ロ・・・）
　を記入してください

１．専用住宅〔　　　　　　〕

２．アパート・マンション〔　　　　　　〕

３．店舗又は事務所との併用住宅〔　　　　　　〕

４．工場との併用住宅〔　　　　　　〕

５．店舗又は事務所〔　　　　　　〕

６．工場〔　　　　　　〕

７．駐車場〔　　　　　　〕

８．その他（　　　　　　　　　　　　　　）〔　　　　　　〕

上記の３．４．５を選択された方は、その種類をお書きください。

（　　　　　　　　　　　　　　　）例：食料品販売、水産加工場

①土地利用につい
て

②新たな土地利用
イ

ロ，ハ

食料品販売

問３②の該当
するそれぞれ
の土地の符号
をご記入くだ
さい。
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60
完成したラウンドアバウト
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地区復興まちづくり計画の策定プロセ
スについて（総括）

✓ 行政がステップごとに進捗管理する計画検討プロセスを幹として
共有したことで、議論が横道にそれても立ち戻るべき場所が常に
明快になった

✓ 10地区でプロセスを共通にして同時並行の進捗管理が容易に
なった

✓ 検討会はWSなどで計画案を短期に議論できたが、「代表だけで
計画が決まり他の住民が納得しない」事態に陥らないよう、全体
への情報提供や説明の場を多数設けたため、反対等はほとんど
見られなかった

✓ 代表（検討会委員）が検討結果を他の住民に直接説明する場とし
て内覧会を設けたことで、委員外の住民側の理解が深まり、住民
と行政という単純な対立構図は形成されなかった 等

➢ 以上の経緯と背景があったから、行政が住民提案と一部で異なる
計画案を公表した際にも、多少の課題はあったとしても、各地区で
概ね計画案を受け入れてもらえ、出来るだけ早期の事業化に進め
られる状況になったと考えられる
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高台移転地区から防潮堤を臨む（田老地区



64
高台移転地区から旧市街地、防潮堤を臨む（田老地区
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沖縄鉄軌道構想段階の計画プロセ
スとコミュニケーションについて

土木と環境の計画理論
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沖縄鉄軌道計画案づくりHP

68

沖縄県HPより



計画プロセスの全体像

69

沖縄県HPより



計画検討の全体の体制
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沖縄県HPより



計画プロセスの進捗を常に公開
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沖縄県HPより



検討中の鉄軌道ルート案
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沖縄県HPより



コミュニケーションプロセスの概要
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沖縄県HPより
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沖縄県HPより
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北谷町のアメリカンビレッジ
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北谷町のアメリカンビレッジ
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沖縄県HPより



羽田空港の機能強化に関する説明会
などの取り組み状況

オープンハウス型説明会の開催：２２３回
第１フェーズ：４８回（平成27年７月～平成27年９月）
第２フェーズ：４７回（平成27年12月～平成28年１月）
第３フェーズ：１６回（平成29年１月～平成29年５月）
第４フェーズ：１６回（平成29年11月～平成30年２月）
第５フェーズ：３６回（平成30年12月～平成31年２月）
第６フェーズ：６０回（令和元年11月～令和2年1月）

地域説明会の開催：１６０回（2019年6月末）
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まとめ

〇パブリックインボルブメント（市民参画）の背景

〇市民参画の基本理論

コミュニケーションプロセスにおける位置づけ

〇市民参画の事例：我が国の実践例、成功例

高速道路：横浜環状北西線

空港：那覇空港拡張

都市：宮古市復興計画

その他：調布市道路網計画，沖縄鉄軌道計画 など

⇒公共計画等の早い段階から市民の参画を促し，将来の
ディレンマ問題等を軽減・解消する方向で，取り組みがなさ
れている
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